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チベット・ヒマラヤ牧畜農耕資源データベース構築の背景
• チベット・ヒマラヤ地域は広大で標高が高く冷涼な乾燥地帯 

• 高地では牧畜、低地では農耕、その中間地帯では半農半牧 

• これらの生業はこの地域の基層文化の一部となっている 

• にもかかわらず、生業やその資源利用に注目した研究は少ない 

• チベット高原東北部で牧畜民の生活に密着してフィールド調査
を行い、牧畜文化語彙を収集、チベット牧畜文化辞典を編纂 

• 一地点に密着したフィールド調査から、チベット・ヒマラヤ地
域における生業のあり方や資源利用の多様性に気づく

チベット牧畜文化辞典 
https://nomadic.aa-ken.jp

地域による多様性は何によって生じたのだろうか？



チベット・ヒマラヤ地域
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チベット・ヒマラヤ地域の地理的特徴

人・もの・文化の交流の長い歴史



資源利用に着目した地域間比較というアプローチ
問題意識：周辺地域との影響関係を見る 

• チベット・ヒマラヤ地域は西アジア、北アジア、東アジア、南アジアに囲まれ、
人・もの・文化の交流の長い歴史がある 

• 周辺地域との影響関係が、各地域における資源利用のあり方にも刻印されているの
ではないか？　資源利用の地域多様性とも関係があるのでは？ 

我々の手法：資源利用に着目した地域間比較 

• まずは牧畜資源（乳糞毛肉皮）の加工技術や加工プロセスに注目し、地域間を比較 

• データ収集はフィールド調査と文献調査の２本立て 

• 調査データを統合して検証するための場としてデータベースを構築



チベット・ヒマラヤ牧畜農耕資源データベースの構想・目標
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メモに概要・キーワード・地名・時代を入れる

出典

用例・訳文（外国語の場合）

基本方針：文献に当たって牧畜農耕資源の用例を拾って記録する。e-textがある場合は全文検索なども活用



カテゴリー選択＋キーワード検索で絞り込み

地名から地図にリンク 
(OpenStreetMap)

基本方針：必要なデータにたどり着けるように30のカテゴリーに分類



☜単語DB

☟写真DB

ネパール, シンドゥパルチョーク郡, メラムチ村 
シェルパのチーズ（撮影: 海老原志穂, 2020-02-21）

他に新語登録DBも



フィールドと文献をつなぐ試み
フィールド調査に基づく地域間比較⇒周辺地域からの影響の推定 (平田2013) 

• 共同研究者の平田が、乳加工技術の広域調査に基づき、西アジア、南ア
ジア、北アジア・モンゴルからチベット高原への技術の伝播を示唆 

フィールドデータと文献データを照らし合わせてみた 

• 古今東西の文献からチベット・ヒマラヤ地域の乳加工に関連する記録を
抜き書きし、データベースに登録して分析 

• その結果、チーズの多様性が明らかに。少なくとも16種類の製法が存在
することが判明 

• 特にチベット高原での熟成チーズの広がりは予想外の事実 

いずれこの結果をもってフィールド調査をしたい⇒フィールドと文献の往復



チベット・ヒマラヤ農耕牧畜資源データベース【見えてきた課題】
文献に記録された地理情報の同定に関する課題 

• 記録された地理情報が曖昧な場合、地図上で扱うのが難しい（年代も同様） 
文献に記録されたデータの属性に関する課題 

• どのような背景を持つ人が記録したデータなのかも重要な情報 

• 記録された資源がどこで加工されたものなのかも把握する必要あり 
データ収集に関する課題（用例・単語・写真・動画） 

• 少人数で効率的なデータ収集をする工夫？ 

• 動画サイトにも貴重な記録が多数公開されているので活用してみたいが方法は？ 

• 写真DBについてはジャパンサーチとの連携が可能？（現在チベットものは少ない）



インド・ラダック・ドムカル村 
撮影：山口哲由（2009-01-04） 
奥の赤色のものが高山植物であり，夏
の間に集めて冬の薪にする。 中国青海省貴南県 

撮影：星泉（2017-08-06） 
放牧中に枯れ木を見つけたら拾ってく
るのが日課である。これを積んでお
き、燃料に使う。畜糞燃料と薪の混合
燃料地帯のようだ。

Diary of a Journey across 
Tibet (p.22)  
ラダックやトルキスタンの道での
主な燃料であるBoortsa
（Eurotia）はまだ豊富にあった
が、先に進むとそれもなくなり、
調達できる燃料はargols（野生
のヤクの糞）だけになった。
（岩田啓介訳）(原文を見る)

変わりゆく青海チベット牧畜社
会 (p.99)  
チベット高原に暮らす牧民たち
は寒さと戦いながら、伝統的な
牧畜業を通じて自給自足の生活
を営んできた。そこでは、家畜
の乳や肉、(続きを見る)

ツァンパで朝食を (p.174)  
ヤクが落としたそのままを乾燥させて
保存し、使っていくこともあれば、ま
だ柔らかい糞を集めて練り直してから
乾燥させることもある。時には藁くず
を刻んで混ぜて練ることもある。 
（続きを見る）

チベット・ヒマラヤ牧畜農耕資源データベースの公開に向けて 
用例/写真データと地理情報を組み合わせた多様性の可視化（マッピング）

中国青海省貴南県 
撮影：ジャムヤン（2021-08-05) 
燃料にする ཁོལ་ཙེ། (コツェ)という植物。
乾燥して白くなったものを集めて焚き
つけに用いる。ラクダが好んで食べる
植物。ジャムヤン氏提供。

中国青海省貴南県 
撮影：星泉（2017-08-06） 
家畜囲いに溜まった畜糞を切り出して
乾燥させ、燃料にしたもの。

中国青海省ゴロク州ガッデ県 
撮影：海老原志穂（2012-12-28） 
塀に積まれた乾燥糞を袋に詰めている
ところ

燃料

Googlemap


